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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 
平成26年度

第３四半期連結
累計期間

平成27年度
第３四半期連結

累計期間
平成26年度

 

(自　平成26年
 　　４月１日
 至　平成26年
 　　12月31日)

(自　平成27年
 　　４月１日
 至　平成27年
 　　12月31日)

(自　平成26年
 　　４月１日
 至　平成27年
 　　３月31日)

経常収益 百万円 20,947 22,804 27,336

経常利益 百万円 6,654 6,808 8,062

親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 4,036 4,442 －

親会社株主に帰属する当

期純利益
百万円 － － 4,324

四半期包括利益 百万円 15,065 2,747 －

包括利益 百万円 － － 18,369

純資産額 百万円 96,342 101,724 99,643

総資産額 百万円 1,268,445 1,304,031 1,251,094

１株当たり四半期純利益

金額
円 66.85 73.58 －

１株当たり当期純利益金

額
円 － － 71.62

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額
円 － － －

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額
円 － － －

自己資本比率 ％ 7.29 7.48 7.65

 

 

平成26年度
第３四半期連結

会計期間

平成27年度
第３四半期連結

会計期間

(自　平成26年
10月１日

至　平成26年
12月31日)

(自　平成27年
10月１日

至　平成27年
12月31日)

１株当たり四半期純利益

金額
円 28.45 14.18

　（注）１．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期

連結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式がないので記載しておりません。

４．自己資本比率は、（（四半期）期末純資産の部合計－（四半期）期末非支配株主持分）を（四半期）期末資

産の部の合計で除して算出しております。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当行及び当行の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　以下の記載における将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ（当行及び

連結子会社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　連結経営成績につきましては、経常収益は、有価証券利息配当金の増加や株式等売却益の増加により前年同期比

18億56百万円増加し228億４百万円となりました。

　一方、経常費用は、国債等債券償還損の増加や営業経費の増加により前年同期比17億２百万円増加し159億95百

万円となりました。

　以上の結果、経常利益は前年同期比１億54百万円増加し68億８百万円となりました。また、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は前年同期比４億５百万円増加し44億42百万円となりました。

　連結財政状態につきましては、譲渡性預金を含めた預金等は前連結会計年度末に比べ537億円増加し、当第３四

半期連結会計期間末残高は１兆1,391億円となりました。貸出金は前連結会計年度末に比べ０億円減少し、当第３

四半期連結会計期間末残高は8,037億円となりました。有価証券は前連結会計年度末に比べ282億円増加し、当第３

四半期連結会計期間末残高は4,264億円となりました。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

〔銀行業〕

　経常収益は200億49百万円（前年同期比17億30百万円増加）、セグメント利益は65億12百万円（同97百万円増

加）となりました。

〔リース業〕

　経常収益は28億36百万円（前年同期比78百万円増加）、セグメント利益は１億52百万円（同26百万円増加）と

なりました。

〔その他〕

　経常収益は３億98百万円（前年同期比40百万円増加）、セグメント利益は１億50百万円（同31百万円増加）と

なりました。
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①　国内業務部門・国際業務部門別収支

　資金運用収支は136億46百万円、役務取引等収支は10億27百万円、その他業務収支は△５億66百万円となり、

その収支合計は141億７百万円であります。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 12,465 695 △26 13,187

当第３四半期連結累計期間 12,907 717 △21 13,646

うち資金運用収益

前第３四半期連結累計期間
(49)

13,305
776 86 13,946

当第３四半期連結累計期間
(57)

13,778
820 91 14,448

うち資金調達費用

前第３四半期連結累計期間 839
(49)

81
112 758

当第３四半期連結累計期間 871
(57)

102
113 802

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 1,048 △8 － 1,040

当第３四半期連結累計期間 1,022 5 － 1,027

うち役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 1,947 13 17 1,942

当第３四半期連結累計期間 1,940 10 23 1,927

うち役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 898 21 17 902

当第３四半期連結累計期間 917 4 23 899

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 1,089 △34 267 787

当第３四半期連結累計期間 △254 △54 257 △566

うちその他業務収益
前第３四半期連結累計期間 3,597 205 560 3,243

当第３四半期連結累計期間 3,288 0 535 2,753

うちその他業務費用
前第３四半期連結累計期間 2,508 239 292 2,455

当第３四半期連結累計期間 3,543 54 277 3,320

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引で

あります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。

３．資金運用収益及び資金調達費用の上段の（　）内計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息（内書き）であり、合計は控除して記載しております。
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②　国内業務部門・国際業務部門別役務取引の状況

　役務取引等収益は19億27百万円となり、役務取引等費用は８億99百万円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 1,947 13 17 1,942

当第３四半期連結累計期間 1,940 10 23 1,927

うち預金・貸出業務
前第３四半期連結累計期間 403 － 4 399

当第３四半期連結累計期間 447 － 4 442

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 469 12 － 482

当第３四半期連結累計期間 463 9 － 473

うち投資信託業務
前第３四半期連結累計期間 533 － － 533

当第３四半期連結累計期間 445 － － 445

うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 6 － － 6

当第３四半期連結累計期間 2 － － 2

うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 482 － － 482

当第３四半期連結累計期間 528 － － 528

うち保護預り・貸金

庫業務

前第３四半期連結累計期間 18 － － 18

当第３四半期連結累計期間 17 － － 17

うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 32 0 13 20

当第３四半期連結累計期間 35 0 18 16

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 898 21 17 902

当第３四半期連結累計期間 917 4 23 899

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 82 21 － 103

当第３四半期連結累計期間 80 4 － 85

　（注）１．国内業務部門とは当行及び連結子会社の円建取引、国際業務部門とは、当行及び連結子会社の外貨建取引で

あります。

２．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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③　国内業務部門・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第３四半期連結会計期間 1,087,913 12,498 290 1,100,121

当第３四半期連結会計期間 1,094,980 8,632 540 1,103,072

うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 388,920 － 290 388,629

当第３四半期連結会計期間 417,311 － 540 416,771

うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 695,044 － － 695,044

当第３四半期連結会計期間 675,242 － － 675,242

うちその他
前第３四半期連結会計期間 3,948 12,498 － 16,447

当第３四半期連結会計期間 2,426 8,632 － 11,059

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 16,638 － － 16,638

当第３四半期連結会計期間 36,072 － － 36,072

総合計
前第３四半期連結会計期間 1,104,551 12,498 290 1,116,759

当第３四半期連結会計期間 1,131,053 8,632 540 1,139,145

　（注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．相殺消去額とは、連結会社間の内部取引等に係る消去額合計であります。
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④　国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（末残・構成比）

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 782,205 100.00 803,775 100.00

製造業 114,521 14.64 115,965 14.43

農業、林業 2,975 0.38 3,039 0.38

漁業 15 0.00 3 0.00

鉱業、採石業、砂利採取業 989 0.13 1,029 0.13

建設業 41,740 5.34 37,879 4.71

電気・ガス・熱供給・水道業 18,540 2.37 19,174 2.39

情報通信業 10,686 1.37 13,514 1.68

運輸業、郵便業 22,840 2.92 25,245 3.14

卸売業 38,442 4.91 38,204 4.75

小売業 29,747 3.80 32,246 4.01

金融業、保険業 60,343 7.71 59,757 7.43

不動産業 36,752 4.70 42,399 5.28

物品賃貸業 6,719 0.86 10,205 1.27

学術研究、専門・技術サービス業 4,438 0.57 4,504 0.56

宿泊業 5,690 0.73 5,149 0.64

飲食業 3,311 0.42 3,362 0.42

生活関連サービス業、娯楽業 4,040 0.52 3,856 0.48

教育、学習支援業 1,370 0.17 1,258 0.16

医療・福祉 21,283 2.72 15,913 1.98

その他のサービス 15,108 1.93 12,972 1.61

地方公共団体 147,255 18.83 161,239 20.06

その他 195,388 24.98 196,852 24.49

特別国際金融取引勘定分 ―― ―― ―― ――

合計 782,205 ―― 803,775 ――

　（注）　「国内」とは、当行及び連結子会社であります。「海外」は該当ありません。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありませ

ん。

 

(3）研究開発活動

該当ありません。

 

(4）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった本店及び本部の新築・移転は、平成27年6月に完了いたしました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000,000

計 180,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 60,809,700 同左 該当ありません

単元株式数　100株

（平成27年６月26日の

定款変更により同年８

月１日から100株とな

りました。）

計 60,809,700 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 60,809 － 8,000 － 5,430

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」について、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ―― ―― ――

議決権制限株式（自己株式等） ―― ―― ――

議決権制限株式（その他） ―― ―― ――

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　441,100 ―― ――

完全議決権株式（その他） 普通株式 　60,247,400 602,474 ――

単元未満株式 普通株式　 　121,200 ―― ――

発行済株式総数 60,809,700 ―― ――

総株主の議決権 ―― 602,474 ――

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社富山第一銀行 富山市西町５番１号 441,100 ―― 441,100 0.73

計 ―― 441,100 ―― 441,100 0.73

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

 

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自平成27年10月１日　至

平成27年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

現金預け金 17,563 48,381

コールローン及び買入手形 7,201 1,000

商品有価証券 176 170

金銭の信託 800 800

有価証券 ※２ 398,118 ※２ 426,408

貸出金 ※１ 803,823 ※１ 803,775

外国為替 4,277 1,043

リース債権及びリース投資資産 6,397 6,789

その他資産 6,838 5,788

有形固定資産 9,756 13,353

無形固定資産 820 920

支払承諾見返 2,921 3,026

貸倒引当金 △7,600 △7,425

資産の部合計 1,251,094 1,304,031

負債の部   

預金 1,066,816 1,103,072

譲渡性預金 18,564 36,072

コールマネー及び売渡手形 24,800 25,900

借用金 19,498 17,630

外国為替 - 1

その他負債 5,795 4,766

役員賞与引当金 22 16

退職給付に係る負債 3,096 3,027

睡眠預金払戻損失引当金 146 108

偶発損失引当金 134 92

繰延税金負債 8,666 7,664

再評価に係る繰延税金負債 987 927

支払承諾 2,921 3,026

負債の部合計 1,151,450 1,202,306
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 5,433 5,433

利益剰余金 57,646 61,551

自己株式 △307 △308

株主資本合計 70,772 74,676

その他有価証券評価差額金 23,226 21,274

土地再評価差額金 1,772 1,645

退職給付に係る調整累計額 △7 △1

その他の包括利益累計額合計 24,991 22,918

非支配株主持分 3,879 4,129

純資産の部合計 99,643 101,724

負債及び純資産の部合計 1,251,094 1,304,031
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

経常収益 20,947 22,804

資金運用収益 13,946 14,448

（うち貸出金利息） 8,782 8,371

（うち有価証券利息配当金） 5,108 6,038

役務取引等収益 1,942 1,927

その他業務収益 3,243 2,753

その他経常収益 ※１ 1,815 ※１ 3,674

経常費用 14,293 15,995

資金調達費用 758 802

（うち預金利息） 705 723

役務取引等費用 902 899

その他業務費用 2,455 3,320

営業経費 9,294 10,217

その他経常費用 ※２ 882 ※２ 756

経常利益 6,654 6,808

特別損失 38 261

固定資産処分損 15 5

減損損失 23 255

税金等調整前四半期純利益 6,615 6,546

法人税、住民税及び事業税 2,156 2,143

法人税等調整額 319 △167

法人税等合計 2,475 1,976

四半期純利益 4,139 4,570

非支配株主に帰属する四半期純利益 102 128

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,036 4,442
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 4,139 4,570

その他の包括利益 10,926 △1,822

その他有価証券評価差額金 10,892 △1,828

退職給付に係る調整額 34 5

四半期包括利益 15,065 2,747

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,848 2,496

非支配株主に係る四半期包括利益 217 251
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

破綻先債権額 714百万円 1,198百万円

延滞債権額 12,147百万円 9,938百万円

３ヵ月以上延滞債権額 80百万円 14百万円

貸出条件緩和債権額 2,996百万円 3,015百万円

合計額 15,939百万円 14,166百万円

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

※２．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証

債務の額は次のとおりであります。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

2,379百万円 2,455百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
 
 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

償却債権取立益 33百万円 35百万円

株式等売却益 1,626百万円 3,615百万円

債権売却益 120百万円 0百万円

 

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
 
 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

貸倒引当金繰入額 446百万円 29百万円

貸出金償却 4百万円 4百万円

株式等売却損 348百万円 659百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 743百万円 1,113百万円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 301 5.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月５日

取締役会
普通株式 241 4.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金

　（注）　平成26年３月期期末の１株当たり配当額５円00銭には、創立70周年記念配当１円00銭を含んでおります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

1．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 362 6.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月５日

取締役会
普通株式 301 5.00 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

　（注）　平成27年３月期期末の１株当たり配当額６円00銭には、記念配当１円00銭を含んでおります。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 銀行業 リース業 計

経常収益        

外部顧客に対する経

常収益
18,194 2,423 20,617 329 20,947 － 20,947

セグメント間の内部

経常収益
124 335 460 28 488 △488 －

計 18,319 2,758 21,078 358 21,436 △488 20,947

セグメント利益 6,415 125 6,540 118 6,659 △5 6,654

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務及び金

銭の貸付等の業務を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△５百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他 合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 銀行業 リース業 計

経常収益        

外部顧客に対する経

常収益
19,921 2,518 22,439 364 22,804 － 22,804

セグメント間の内部

経常収益
128 318 446 34 480 △480 －

計 20,049 2,836 22,886 398 23,284 △480 22,804

セグメント利益 6,512 152 6,664 150 6,814 △6 6,808

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務及び金

銭の貸付等の業務を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△６百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（有価証券関係）

※１．企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

 

　１．満期保有目的の債券

前連結会計年度（平成27年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

国債 994 1,052 58

地方債 799 843 43

社債 12,142 12,455 312

その他 2,866 2,800 △65

合計 16,803 17,152 348

 

当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

国債 3,034 3,173 138

地方債 799 843 43

社債 12,125 12,408 282

その他 2,169 2,127 △42

合計 18,130 18,553 423

 

　２．その他有価証券

前連結会計年度（平成27年３月31日）

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

株式 57,218 77,636 20,417

債券 154,585 161,150 6,565

国債 97,259 102,116 4,856

地方債 14,890 15,550 659

社債 42,434 43,483 1,048

その他 132,275 140,615 8,340

合計 344,078 379,402 35,323
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

株式 63,410 83,695 20,284

債券 162,176 170,421 8,244

国債 107,208 113,770 6,562

地方債 13,758 14,399 640

社債 41,209 42,250 1,040

その他 147,968 152,036 4,068

合計 373,556 406,154 32,597

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 円 66.85 73.58

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 百万円 4,036 4,442

普通株主に帰属しない金額 百万円 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 4,036 4,442

普通株式の期中平均株式数 千株 60,377 60,369

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（公募及び第三者割当による新株式の発行）

　当行は、平成28年２月12日開催の取締役会において、当行普通株式の株式会社東京証券取引所への上場に伴う

募集株式発行及び株式売出しに関して決議しております。その概要は次のとおりであります。

１．公募による募集株式発行の件

(1）募集株式の種類及び数  当行普通株式　5,660,000株

(2）募集株式の払込金額  未定（平成28年２月25日開催予定の取締役会で決定）

ただし、引受価額（引受人より当行に支払われる金額）が募集株式

の払込金額を下回る場合は、本新株式発行を中止する。

(3）発行価格  未定（募集株式の払込金額決定後、募集株式の払込金額以上の価格

で仮条件を提示し、当該仮条件により需要状況等を勘案の上、平成

28年３月７日に決定する）

(4）払込期日  平成28年３月14日（月曜日）

(5）増加する資本金及び資本準備金

に関する事項

 増加する資本金の額は、平成28年３月７日に決定される予定の引受

価額を基礎として、会社計算規則第14条第１項に基づき算出される

資本金等増加限度額のうち払込期日前日における当行の資本金の額

との合計金額が100億円に満つるのに必要な金額、又は当該資本金

等増加限度額の２分の１の金額（計算の結果１円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。）のいずれか高い方

の金額とする。また、増加する資本準備金の額は、資本金等増加限

度額から増加する資本金の額を減じた額とする。

(6）募集方法  発行価格による一般募集とし、大和証券株式会社、みずほ証券株式

会社、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、三菱ＵＦＪモルガン・スタン

レー証券株式会社、ＳＭＢＣフレンド証券株式会社、岩井コスモ証

券株式会社、株式会社ＳＢＩ証券、マネックス証券株式会社、東海

東京証券株式会社、岡三証券株式会社及び今村証券株式会社に全株

式を買取引受けさせる。

(7）引受人の対価  引受手数料は支払わず、これに代わるものとして、発行価格と引受

価額との差額の総額を引受人の手取金とする。引受価額は、発行価

格と同時に決定する。

(8）申込期間  平成28年３月８日（火曜日）から

平成28年３月11日（金曜日）まで

(9）申込株数単位  100株

(10）株式受渡期日  平成28年３月15日（火曜日）

(11）募集株式の払込金額及びその他募集株式発行に関して取締役会における承認が必要な事項は、今後開催

予定の取締役会において決定する。

(12）前記各号については、金融商品取引法による届出の効力発生を条件とする。
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２．オーバーアロットメントによる売出しに関連して行う第三者割当増資

(1）募集株式の種類及び数  当行普通株式　840,000株

(2）募集株式の払込金額  未定（平成28年２月25日開催予定の取締役会で決定）

なお、上記１．における公募による募集株式の払込金額と同一と

し、割当価格が募集株式の払込金額を下回る場合は、本第三者割当

による募集株式発行を中止するものとする。

(3）割当価格  未定

なお、上記１．における公募による募集株式の引受価額と同一とす

る。

(4）払込期日  平成28年３月29日（火曜日）

(5）増加する資本金及び資本準備金

に関する事項

 増加する資本金の額は、会社計算規則第14条第１項に従い算出され

る資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満

の端数が生じたときは、その端数を切り上げるものとする。また、

増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額から増加する

資本金の額を減じた額とする。

(6）割当先及び割当株式数  大和証券株式会社　840,000株

(7）申込株数単位  100株

(8）その他本第三者割当による募集株式発行に関して取締役会における承認が必要な事項は、今後開催予定

の取締役会において決定する。

(9）グリーンシューオプション行使の通知のない株式については、発行を行わないものとする。

(10）オーバーアロットメントによる売出しが中止された場合には、本第三者割当による募集株式発行も中止

する。

 

３．調達資金の使途

　上記による手取額は、自己資本の充実により財務体質の強化とリスク許容量の拡大を図り、平成29年３月

期に全額貸出金として運転資金に充当し、当行の営業基盤を中心とした地方創生への取組みに貢献するとと

もに中小企業等を中心とした資金ニーズに適切に対応してまいります。

 

２【その他】

中間配当

　平成27年11月５日開催の取締役会において、第105期の中間配当につき次のとおり決議しました。

中間配当金額 301百万円

１株当たりの中間配当金 ５円00銭
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年２月12日

株式会社富山第一銀行   

 

 取締役会　御中  

 

 新日本有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西川　正房　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 金谷　直　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社富山第

一銀行の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社富山第一銀行及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成28年２月12日開催の取締役会において、公募及び第三者割当に

よる新株式の発行を決議している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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